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１４：００ 

令和４年９月１９日（台風第 14 号）の雨による河川

の状況等をとりまとめました。 

～中国地方整備局管内の出水概況【第２報（最終報）】～ 

 台風第14号による中国地方の降雨、河川の水位、浸水被害や中国地

方整備局の対応状況等をとりまとめました。 

【資料の特徴】 

・主な河川における出水概要のほか、直轄管理ダムの洪水調節状況、

河川の被害状況・対応状況、治水事業の効果等を確認できます。

【資料の掲載場所】 

・中国地方整備局ホームページ（中国地方整備局管内の出水概況）
https://www.cgr.mlit.go.jp/kisha/202210/221006-kasen1.pdf 

【主な内容】 

・気象及び出水の概要

・主な河川における雨量・水位の状況

・被災状況について

・避難に係る情報提供・被災状況調査

・治水事業の効果について 等 
※本資料の数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります

【問い合わせ先】 

国土交通省 中国地方整備局 

☎（082）－221－9231（代表）（平日昼間）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau

河川部

令和4年9月19日出水（台風第14号）

中国地方整備局管内の出水概況 【第2報(最終報)】 10月６日(木) 14時現在

9/20 10時撮影
間野平地区

9/20 10時撮影
宮野地区

太田川 太田川

温井ダム
9/20 10時撮影

弥栄ダム
9/20 8時撮影

太田川

根谷川
三篠川

太田川

太田川三川合流部
9/20 8時撮影



１．気象及び出水の概要
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※降り始めからの総雨量
（9/18 18:00～9/20 6:00）

気象概要
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■令和4年9月14日に発生した台風第14号の接近により、9月18日から九州や中国、四国地方をはじめとした西日本から東日本に至る広い範囲
で激しい暴風雨が生じた。

■台風が広島県付近を通過した際の最大風速は９月18日に三原市本郷で18.0メートル、最大瞬間風速も三原市本郷で27.8メートルで、台風を
取り巻く発達した雨雲により広島県内ではところにより非常に激しい雨が降った。

■降り始めの18日13時から20日11時までの降水量は、安芸太田町内黒山で388.0ミリ、廿日市津田で369.5ミリ、広島市佐伯湯来で287.5ミリ
など平年の９月１か月分を超えるところもあり、記録的な大雨となった。

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

■実況天気図 【気象庁ＨＰより】

■等雨量線図 【国土交通省作成】 ■台風経路 【広島地方気象台 気象速報より】

内黒山

津田

湯来
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島地川ダム

弥栄ダム

温井ダム
土師ダム

灰塚ダム

八田原ダム

志津見ダム
尾原ダム 菅沢ダム

殿ダム

苫田ダム

島根県

山口県

広島西部
山系砂防

大山砂防

広島県

鳥取県

岡山県

山口市

広島市

岡山市

鳥取市松江市
斐
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※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

小
田
川

■河川出水状況（国管理区間）
千
代
川

天
神
川

日
野
川

レベル５（氾濫の発生）

凡 例

レベル４（氾濫危険水位超過）

異常洪水時防災操作実施ダム
特別防災操作実施ダム

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

洪水貯留操作実施ダム

国管理河川の状況

■今回の出水では国管理河川において１水系２河川２観測所で「氾濫危険水位」を超過、２水系３河川５観測所で「避難
判断水位」を超過しました。

高津川水系高津川 高角
高津川派川 高角（派川）

太田川水系太田川 飯室、加計、土居
古川 古川

佐波川水系佐波川 漆尾

高津川水系高津川 神田
太田川水系太田川 矢口第一、祇園大橋、

中野
小瀬川水系小瀬川 小川津

★レベル４
氾濫危険水位
超過
１水系２河川
２観測所

★レベル３
避難判断水位超過
２水系３河川
5観測所

★レベル２
氾濫注意水
位超過
3水系３河川
5観測所
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管内の国管理ダムによる洪水貯留

尾原ダム

菅沢ダム

島地川ダム

弥栄ダム 温井ダム 土師ダム 灰塚ダム

八田原ダム 苫田ダム

殿ダム
との

とま たはった ばら

すげさわ

お ばら

しま ぢ がわ

や さか ぬく い
は じ はいづか

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

※1『特別防災操作』とは、ダム下流の

更なる被害軽減を行うため、今後の
予測雨量、ダムの残りの貯水容量等
を勘案しながらダムの貯水容量を可
能な限り有効活用し、放流量を通常
よりも減じる操作。

★特別防災操作＜１ダム＞

弥栄ダム（小瀬川）

★洪水調節操作（洪水量に達したダム）＜６ダム＞

殿ダム（千代川）、苫田ダム（吉井川）、八田原ダム（芦田川）、

土師ダム（江の川）、弥栄ダム（小瀬川）、島地川ダム（佐波川）

■洪水貯留状況（国管理ダム）

やさか

との とまた

しまぢがわは じ

はったばら

やさか

志津見ダム
し つ み

775千m3

1,012千m3

280千m3

520千m32,144千m32,217千m3

2,765千m32,093千m32,410千m329,085千m3

4,405千m3

レベル５（氾濫の発生）

凡 例

レベル４（氾濫危険水位超過）

異常洪水時防災操作実施ダム
特別防災操作実施ダム

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

洪水貯留操作実施ダム

※2『事前放流』とは、大雨となることが

予想される場合に、大雨の時により多
くの水をダムに貯められるよう、河川
の水量が増える前に利水容量から放
流して一時的にダムの貯水位を下げ
ておくこと。※事前放流で確保した容量を含む

●洪水貯留を行った管内の国管理11ダムで、約47,700千m3（東京ドーム約38杯

分）の洪水を貯留し、下流河川の流量を低減しました。

●特に、弥栄ダムでは、ダム下流の更なる被害軽減のため、気象予測を活用し、

ダムの空き容量を可能な限り有効活用する特別防災操作※１を実施しました。

●また、島地川ダムでは、大雨が予測される場合に、事前に放流し、ダムの空き

容量を確保する事前放流※２を実施しました。また、管内の県管理ダム・利水ダ

ムにおいても事前放流を実施しています。（全３５ダム）

（千代川水系）

（日野川水系）

（斐伊川水系）

（斐伊川水系）（吉井川水系）（芦田川水系）

（江の川水系）（江の川水系）（太田川水系）（小瀬川水系）

（佐波川水系）



・　太田川
・　小瀬川

２．主な河川における雨量・水位の状況

お ぜ が わ

お お た が わ

6



9

太田川

飯室水位
観測所

加計雨量
観測所

２）太田川の状況（太田川水系太田川 飯室地点）

 太田川水系太田川 飯室地点において、避難判断水位(6.00m)を超過し、最高水位6.86mを記録しました。
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累加雨量：207mm
(9/18 15:00 ~ 9/20 3:00)

最高水位
6.86m  （9/19 13:30）

⾬量
⽔位
氾濫危険⽔位
避難判断⽔位
氾濫注意⽔位

⾬量・⽔位グラフ 凡例

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

6.86m  （9/19 13:30）

9/199/18 9/20

いむろ

※降り始めからの総雨量
（9/18 18:00～9/20 6:00）

■累加雨量図（Cﾊﾞﾝﾄﾞﾚｰﾀﾞ）【国土交通省作成】

■太田川水系太田川 飯室水位観測所

(7.10m)

(6.00m)

(3.80m)

【加計雨量観測所】



２）太田川の状況（CCTV映像）

太田川水系太田川（吉山川合流付近） 平常時

太田川水系太田川（飯室観測所付近） 平常時

10

9月19日 14時頃

9月19日 14時頃



小瀬川

３）小瀬川の状況（小瀬川水系小瀬川 両国橋地点）

 小瀬川水系小瀬川 両国橋地点において、氾濫注意水位(3.90m)に迫る、最高水位3.87mを記録しました。
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※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

3.87m  （9/19 12:00）

累加雨量：292mm
(9/18 15:00 ~ 9/19 21:00)

最高水位
3.87m  （9/19 12:00）

⾬量
⽔位
氾濫危険⽔位
避難判断⽔位
氾濫注意⽔位

⾬量・⽔位グラフ 凡例

両国橋水位
観測所

小瀬雨量
観測所

9/18 9/19 9/20

りょうごくばし
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■累加雨量図（Cﾊﾞﾝﾄﾞﾚｰﾀﾞ）【国土交通省作成】

※降り始めからの総雨量
（9/18 18:00～9/20 6:00）

■小瀬川水系小瀬川 両国橋水位観測所

(4.90m)

(4.40m)

(3.90m)

【小瀬雨量観測所】



３）小瀬川の状況（CCTV映像）

小瀬川水系小瀬川（乙瀬橋上流付近） 平常時

9月19日 14時頃
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9月19日 14時頃

小瀬川水系小瀬川（小瀬川出張所付近） 平常時



３．被災状況について

1)太田川
お お た が わ
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令和4年9月19日～台風14号被害状況 等

太田川 左岸32.0k （広島市安佐北区）
溢水（国道191号 冠水） 約0.2ha
⇒解消

太田川 右岸26.4k （広島市安佐北区）
溢水（県道177号 冠水） 約0.1ha
⇒解消

１）太田川水系太田川中流部の被害状況 等

※ 数値等は速報値のため、今後の精査
等により変更する場合があります。

位置図

太田川

太田川 右岸28.2k
内水 約0.17ha

太田川 左岸21.0k
内水 約0.03ha

太田川 57.4k 右岸を臨む
ピーク水位付近（9月19日12時20分）

太田川 29.4k 右岸を臨む
ピーク水位付近（9月19日13時20分）

太田川 69.3k 右岸を臨む
ピーク水位付近（9月19日12時20分）

・・・溢 水 箇 所
・・・内 水 箇 所
・・・CCTV画像

加計水位観測所

土居水位観測所

飯室水位観測所

16



４．避難に係る情報提供・被災状況調査
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広島地方気象台と中国地整の合同記者会見

18

■令和4年9月台風第14号の接近により、9月17日に広島地方気象台と中国地方整備局の合同記者会見を
実施し、地元報道機関から参加がありました。

■18日から19日にかけての台風進路や規模等の見通しについて解説を行い、警戒を呼びかけました。
■中国地方整備局からは、河川等による災害に関する注意喚起やダムの事前放流の状況、台風接近によ
る道路や港湾施設への影響について説明を行いました。

実施日時： ９月１７日（土） １４：３０～
場 所 ： 広島地方気象台

広島地方気象台と中国地方整備局の合同記者会見

広島地方気象台からの台風の見通し説明

中国地方整備局からの注意喚起

「逃げ遅れゼロ」を目指した取組



■災害発災前の危機感共有と、的確な事前防災行動を取るための防災行動計画（水害対応タイムライン）を、中国地方整備局管内の全一級水
系(13水系)において立ち上げました。各河川において、水位に応じたタイムラインレベルを運用し、各レベルで定められた防災行動を実施
しました。

19

○⽔害対応タイムラインとは、災害の発⽣が予想される際に時間軸に沿って防
災関係機関が取り組むべき項⽬を定めた、共通の防災⾏動計画。

○台⾵及び前線性の降⾬に対応し、災害発⽣の恐れがある3⽇前に⾏動を開
始。

○気象情報の⾒通しなどWeb会議ツール等による危機感の共有。
【連携する機関】
国、流域内の地⽅⾃治体、ダム管理者、交通機関、ライフライン事業者、報
道 等

Web会議で危機感の共有とタイムラインの⽴ち上げを決定（レベルステージ１)

■太⽥川⽔系では台⾵14号の対応により、レベルステージ４(避難)まで上がりました。

警戒(レベルステージ２)

早期避難(レベルステージ3)

【太⽥川⽔防タイムラインでの動き】

■洪⽔予報の発表
■⽔防警報発令・⾃治体への注意喚起 など

■避難判断⽔位到達
■ホットラインの実施（事務所⻑→区⻑） など

避難(レベルステージ４)

■⼟砂災害警戒情報の発表 など

⾼齢者等避難の発令、避難所の開設

避難指⽰の発令

ホットライン実施状況

Web会議実施状況

今回の台⾵では、13⽔系全てで
タイムラインを⽴ち上げました。

水害対応タイムラインの活用



災害対策用ヘリコプター「おりづる号」による被災状況調査

 迅速な被災状況調査のため、9月20日、災害対策用ヘリ
コプター「おりづる号」で、約3時間の調査飛行を実施しま
した。

 今回の調査においては大きな被災は確認されませんでし
た。

 災害対策本部へ、リアルタイムで映像と調査状況を伝え
ました。

災害対策用ヘリコプター「おりづる号」 上空からの調査状況

【ヘリ画像】弥栄ダム 【ヘリ画像】砂防状況（八木地区） 【ヘリ画像】河川状況

国土地理院地図
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今回の飛行ルート



５．治水事業の効果について
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輪中堤整備、河道掘削等（床上浸⽔対策特別緊急事業）

河
道
掘
削
︵
3
ऊ
年
緊
急
対
策
︶

⽮⼝川排⽔機場増強
4m3/s→12m3/s
（総合内⽔緊急対策事業）

15k

30k45k

60k

広島市

安芸太田町

河道掘削、堤防整備、堰撤去（３か年緊急対策）【根⾕川】
河道掘削、築堤等（5か年加速化対策）【三篠川、根⾕川】

○令和4年9月台風第14号により、太田川流域の加計雨量観測所では平年の9月1ヶ月分を超える雨量を観測。
○太田川では平成17年9月台風第14号による浸水被害をうけ、平成17年から中流部において輪中堤整備等を集中的に実施し、

国土強靱化予算により河道掘削、内水氾濫が頻発していた矢口川では排水機場増強を実施。
○各治水対策及びダムの事前放流や洪水調節により、令和4年9月台風第14号では家屋浸水や市街地の内水被害を防止。

太
田
川

矢口川排水機場

⽮⼝川排⽔機場（12m3/s）による排⽔状況

0
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⽮⼝川排⽔機場 排⽔量（m3/h）

約14万4千m3を排水し、矢口川
からの氾濫による浸水被害を防止

ぬくい

４

５

輪中堤整備（床上浸⽔対策特別緊急事業）等による被害防⽌効果

R4.9

出⽔状況(広島市安佐北区安佐町地先)

今回水位6.86m

事業後

ダムの事前放流、洪水調節、堤防整備に
より約0.4mの水位を低減させ越水を防止

事前放流や洪水調節が行われなかった場合の水位
7.27m（推定）

３ 広島市安佐北区安佐町地先（飯室水位観測所付近）

３

４

温井ダム（国）
ぬくい
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安芸太田町加計地先（加計雨量観測所）

累加雨量207mmを観測

１

9⽉19⽇

対策前 対策後

3か年緊急対策の実施状況（根⾕川）
ねのたにがわ

ねのたにがわ

みささがわ ねのたにがわ

６

事前放流により、約１，５９０万m3の容量を確保した他、
洪水調節を実施

事前放流イメージ

容量確保

事前放流実施の利水ダム

樽床ダム、柴木川ダム、宇賀ダム、立岩ダム、鱒溜ダム
たるとこ しばきかわ うが たていわ ますだまり ぬくい

洪水調節実施の多目的ダム

温井ダム
ぬくい

国道191号 冠⽔（広島市安佐北区）２

６

５

かけ

あきおおたちょう かけ

あさきたく あさちょう

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

河川改修やダムの洪水調節等による治水効果（太田川水系太田川）
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河川水位【小川津】（通常時）

河川水位【小川津】（20日12:11撮影）

約2.6m

小瀬川水系

地理院地図

○令和4年9月台風第14号の影響により小瀬川流域では令和4年9月18日から降り始め、流域平均累加雨量は３７７mmを観測。
○小瀬川ダム（広島県・山口県）、渡ノ瀬ダム（中国電力（株））では事前放流を行い、ダムの空き容量を確保した。
○ダムの事前放流や洪水調節により小川津地点では約２．６ｍの水位低減効果が図られた。この効果により、

浸水被害を防止したと想定。

小川津地点

地理院地図

ダムの洪水調節等による治水効果（小瀬川水系小瀬川）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

小瀬川ダム

弥栄ダム

毎秒約293m3の洪
水を貯留し下流河
川の水位を低減

毎秒約640m3の洪水を貯留
し下流河川の水位を低減ダムの放流量を

通常の防災操作
放流量よりも小
さくし、下流河
川の水位を低減
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